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特
に
優
先
性
・
緊
急
性
の
高

い
次
の
課
題
に
つ
い
て
、
「
重

点
推
進
プ
ラ
ン
」
と
し
て
、
重

点
的
・
戦
略
的
に
取
り
組
み
ま

す
。

�
地
域
で
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま

す�
待
機
児
を
解
消
し
、
多
様
化

に
向
け
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
拡

大
し
ま
す

�
総
合
的
な
生
活
習
慣
病
予
防

対
策
を
推
進
し
ま
す

�
介
護
保
険
の
新
た
な
地
域
展

開
を
進
め
ま
す

�
敬
老
会
館
を
拠
点
に
生
涯
現

役
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す

�
障
害
者
の
就
労
支
援
の
推
進

に
取
り
組
み
ま
す

�
障
害
児
・
者
の
自
立
生
活
支

援
を
推
進
し
ま
す

�
利
用
者
保
護
の
仕
組
み
を
整

備
し
、
推
進
し
ま
す

重
点
推
進
プ
ラ
ン

す
べ
て
の
区
民
の
人
間
性
が
尊

重
さ
れ
、
人
権
が
保
障
さ
れ
る

こ
と
を
何
よ
り
も
優
先
し
ま

す
。

自
立
の
促
進

　

す
べ
て
の
区
民
が
、
個
々
の

意
欲
と
能
力
に
応
じ
て
主
体
的

に
社
会
参
加
し
、
自
己
実
現
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
一
人
ひ
と
り
の
自
立
し
た

生
活
を
大
切
に
し
ま
す
。

生
活
の
質
の
向
上

　

す
べ
て
の
区
民
が
、
多
様
な

生
活
様
式
に
対
応
し
た
、
健
康

で
文
化
的
な
真
の
豊
か
さ
を
実

感
で
き
る
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
生
活
の
質
の
向

上
を
重
視
し
ま
す
。

自
己
決
定
の
尊
重

　

す
べ
て
の
区
民
が
、
自
己
の

意
思
で
必
要
な
保
健
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
選
択
で
き
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
き
が
い
の
も
て
る

生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
よ

う
、
個
人
の
自
己
決
定
を
尊
重

し
ま
す
。

え
て
新
た
な
課
題
に
積
極
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
区
政
の

基
本
方
針
に
基
づ
き
、
よ
り
一

層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
効
率

化
、
協
働
の
推
進
を
目
指
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
、「
杉
並
区
保

健
福
祉
計
画
」
の
改
定
を
行
い

ま
す
。

 　

こ
の
計
画
は
、
区
の
行
政
計

画
（
基
本
計
画
・
実
施
計
画
）

改
定
の
際
の
保
健
福
祉
分
野
の

指
針
で
あ
り
、
今
後
、
行
政
計

画
・
予
算
の
中
に
位
置
付
け
て

実
施
す
べ
き
施
策
・
事
業
の
方

向
性
と
優
先
性
を
提
示
す
る
も

の
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
法
律
通
知
な
ど

に
基
づ
く
次
の
計
画
の
性
格
を

持
っ
て
い
ま
す
。

�
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

�
健
康
増
進
計
画

�
老
人
保
健
計
画

�
老
人
福
祉
計
画

�
介
護
保
険
事
業
計
画

�
地
域
福
祉
計
画

�
母
子
家
庭
及
び
寡
婦
自
立
促

進
計
画

　

計
画
期
間
は
、　

年
度
〜　

１８

２２

年
度
ま
で
の
五
年
間
で
す
。

 　

こ
の
計
画
は
、
杉
並
区　

世
２１

紀
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
す
べ
て
の

区
民
が
、
安
心
し
て
健
や
か
に

生
活
で
き
る「
健
康
都
市
杉
並
」

を
実
現
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ

る
基
本
理
念
の
も
と
に
策
定
し

ま
す
。

人
間
性
の
尊
重

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

計
画
の
性
格

基
本
理
念

討
、
母
子
寡
婦
福
祉
法
の
改
正

や
健
康
増
進
法
の
施
行
な
ど
、

保
健
福
祉
を
取
り
巻
く
制
度
や

社
会
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
間
、
少
子
高
齢

化
や
女
性
の
社
会
進
出
、
長
引

く
経
済
不
況
な
ど
に
よ
り
、
区

民
の
生
活
様
式
は
一
層
多
様
化

す
る
と
と
も
に
、
犯
罪
の
多
発

や
大
規
模
災
害
・
新
興
感
染
症

な
ど
へ
の
危
機
感
の
高
ま
り
な

ど
に
よ
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
へ
の

区
民
の
願
い
は
一
層
強
ま
っ
て

お
り
、
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

質
や
あ
り
方
も
、
こ
れ
ら
の
区

民
要
望
に
合
わ
せ
た
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
区
は　

年　

月
、
新

１６

１１

た
な
基
本
計
画
「
す
ぎ
な
み
五

つ
星
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
こ
の
計
画
で
は
、「
い
き
い

き
元
気
に
生
涯
現
役
」「
地
域
ぐ

る
み
で
教
育
立
区
」「
安
全
・
安

心
二
四
時
間
三
六
五
日
」
の
三

つ
の
重
点
プ
ラ
ン
の
も
と
、　
２２

年
度
ま
で
に
「
人
が
育
ち　

人

が 
活 
き
る
杉
並
区
」
を
目
指
す

い

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た

め
に
、「
区
民
と
の
協
働
」
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
、
区
政
運

営
の
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
保
健
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に 
関 
わ
る
各
分
野
で
、
こ

か
か

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
評
価
し

た
上
で
、
保
健
福
祉
を
取
り
巻

く
環
境
や
要
望
の
変
化
を
踏
ま

 　

区
で
は
、平
成　

年
３
月
に
、

１５

　

年
度
〜　

年
度
ま
で
の
五
年

１５

１９

間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
杉
並

区
保
健
福
祉
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

区
は
こ
れ
に
沿
っ
て
、
保
育

園
待
機
児
の
解
消
や
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
入
所
待
機
期
間
の

短
縮
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の

保
健
福
祉
施
策
の
充
実
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

　

計
画
策
定
以
後
三
年
を
経
過

し
た
現
在
、
次
世
代
育
成
支
援

法
の
制
定
や
児
童
福
祉
法
の
改

正
、
介
護
保
険
制
度
の
改
正
、

障
害
者
支
援
費
制
度
の
導
入
や

障
害
者
自
立
支
援
法
案
の
検

計
画
改
定
の
趣
旨

保健福祉計画と介護保険事業計画の素案の主な内容をお知らせし、「杉並区自治基本条例」に基づく区民等の意見提出手続きに
より、皆さんのご意見を伺います。問い合わせは、各記事の問い合わせ先へ。

ご意見をお寄せください
�
ハ
ガ
キ
・
封
書
ま
た
は
閲
覧
場
所
に
設
置
し
て
あ

る
意
見
用
紙
に
書
い
て
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
�

３
３
１
２
‐
２
１
９
７
で
、　

月　

日
�
ま
で
に
保

１０

３１

健
福
祉
部
管
理
課
ま
た
は
高
齢
者
施
策
課
へ
。

�
ご
意
見
に
は
、
氏
名
・
住
所
（
在
勤
の
方
は
勤
務

先
の
名
称
と
所
在
地
、
在
学
の
方
は
学
校
名
と
所
在

地
）、
事
業
者
の
方
は
事
業
所
の
名
称
と
代
表
者
の
氏

名
も
書
い
て
く
だ
さ
い
。

�
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
電
子
掲
示
板
に
、
ご
意
見
を

書
き
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
開
設
期
間
】　

月
１
日
�
〜　

日
�

１０

３１

☆

【
概
要
版
閲
覧
場
所
】

保
健
福
祉
部
管
理
課
（
区
役
所
東
棟
三
階
）、
高
齢
者

施
策
課
（
区
役
所
東
棟
一
階
）、
区
政
資
料
室（
区
役

所
西
棟
二
階
）、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
事
務
所
、
区

民
事
務
所
・
分
室
、
駅
前
事
務
所
、
図
書
館

安心して健やかに生活できる「健康都市杉並」の実現のために

保
健
福
祉
計
画
は
、「
健
康
都
市
杉
並
」
の
実
現
を
め
ざ

す
保
健
福
祉
分
野
の
基
本
的
・
総
合
的
計
画
と
し
て
、

保
健
福
祉
の
政
策
・
施
策
・
事
業
の
体
系
、
到
達
目
標

を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
福
祉
部
管
理
課
へ
。

２
面
に
は
、
各
分
野
の
施
策
を
掲
載
し
ま
す
。

保健福祉計画・介護保険事業計画の
改定を進めています
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�
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
合
い
授
業
（
松
ノ
木
小
学
校
）
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づ
き
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区
は
次
の
方
針
で
政
策
を
推
進
し
ま
す

だ
れ
も
が
参
加
し
、健
康
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る

だ
れ
も
が
健
康
で
い
き
い
き
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各

々
の
世
代
と
特
性
に
応
じ
た
心
と
身
体
の
健
康
を
保
つ
た
め
の

施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
食
や
暮
ら
し
の
安
全
確
保
や

区
民
の
生
命
と
健
康
を
脅
か
す
健
康
危
機
へ
の
備
え
な
ど
を
強

化
し
ま
す
。

障
害
の
あ
る
人
が
、
地
域
の
中
で
力
を
発
揮
し
、
自
分
ら
し
く
生
き
、
地
域
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
日
常
生
活
の
支
援
や
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
に
応
じ
た
就
労
支
援
な
ど
、
多
様
な
支
援
の
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
し
、
活
躍
で
き
る
よ
う
、
多
様
な
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、要
介
護
の
高
齢
者
が
安
心
し
て
適
切
な
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
と
量
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

�
高
齢
者
虐
待
へ
の
対
応
の
充
実　

３.

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
た
め
に

�
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
・
事
業
者
支
援

�
家
族
介
護
支
援
事
業
の
推
進

�
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備　

２.

支
援
が
必
要
と
な
っ
て
も
自
立

し
て
生
活
す
る
た
め
に

�
総
合
相
談
・
支
援
体
制
の
充
実

�
日
常
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

�
認
知
症
高
齢
者
等
へ
の
支
援

�
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
へ
の
支

援

１.

元
気
で
い
き
い
き
と
活
躍
す
る

た
め
に

�
介
護
予
防
の
推
進

�
社
会
参
加
と
交
流
の
支
援

�
活
動
基
盤
の
整
備

�
自
立
生
活
可
能
な
住
ま
い
の
確
保

自
立
と
参
加
の
ま
ち
を
つ
く
る

未
来
を 
拓 
く
子
ど
も
た
ち
が
育
つ
ま
ち
を
つ
く
る

ひ
ら

妊
産
婦
・
乳
幼
児
期
か
ら
青
少
年
ま
で
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
成
長
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
環
境
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、安
心
し
て
ゆ
と
り
あ
る
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、

子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

１.

だ
れ
も
が
健
康
で
い
き
い
き
暮

ら
せ
る
た
め
に

�
住
民
参
画
の
健
康
づ
く
り

�
生
活
習
慣
病
の
予
防

�
心
の
健
康
づ
く
り　

�
歯
科
保
健
医
療
対
策

�
難
病
・
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

２.

暮
ら
し
を
取
り
ま
く
安
全
安
心

の
た
め
に

�
食
の
安
全
確
保

�
暮
ら
し
の
安
全
確
保

�
医
薬
品
や
毒
物
・
劇
薬
等
の
安
全

確
保

�
医
療
の
安
全
確
保

�
試
験
検
査
機
能
の
充
実

�
動
物
と
共
生
で
き
る
地
域
社
会
づ

く
り

３.

健
康
危
機
に
適
切
に
対
応
す
る

た
め
に

�
地
域
医
療
体
制
の
整
備

�
小
児
救
急
医
療
の
充
実

�
感
染
症
予
防
対
策
の
充
実

�
危
機
管
理
対
策
の
充
実

１.

自
分
で
決
め
る
こ
と
を
大
切
に

し
、
こ
こ
ろ
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に

�
自
己
決
定
の
支
援

�
こ
こ
ろ
豊
か
な
日
常
生
活
へ
の
支

援�
生
涯
学
習
、
趣
味
活
動
等
の
推
進

�
多
様
な
暮
ら
し
の
場
づ
く
り

２.

自
分
の
力
を
発
揮
し
、
主
体
的

に
社
会
参
画
す
る
た
め
に

�
雇
用
の
拡
大
・
企
業
就
労
等
の
促

進�
自
分
の
力
を
い
か
し
た
社
会
活
動

の
推
進

�
障
害
当
事
者
の
主
体
的
活
動
の
支

援３.

安
心
・
安
全
な
生
活
を
み
ん
な

で
支
え
あ
う
た
め
に

�　

時
間
安
心
で
き
る
地
域
生
活
の

２４
支
援

�
地
域
で
支
え
合
う
環
境
づ
く
り

１.

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長

す
る
た
め
に

�
母
子
・
学
齢
期
保
健
対
策
の
推
進

�
児
童
館
・
学
童
ク
ラ
ブ
の
充
実

�
青
少
年
が
健
全
に
育
つ
社
会
づ
く

り�
障
害
児
支
援
の
充
実

２.

す
べ
て
の
家
庭
が
ゆ
と
り
あ
る

子
育
て
が
で
き
る
た
め
に

�
子
育
て
を
支
え
る
地
域
サ
ー
ビ
ス

の
充
実

�
保
育
の
充
実

３.

子
ど
も
・
子
育
て
を
支
え
あ
う

地
域
を
つ
く
る
た
め
に

�
児
童
虐
待
対
策
の
推
進

�
子
ど
も
・
子
育
て
を
応
援
す
る
環

境
整
備

�
小
児
救
急
医
療
の
充
実
（
再
掲
）

高
齢
者
の
尊
厳
が
守
ら
れ
、

　
　

安
心
し
て
く
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る

障
害
の
あ
る
人
が
地
域
の
人
と
と
も
に

　
　

自
分
ら
し
く
生
き
る
ま
ち
を
つ
く
る

１.

支
え
あ
い
の
輪
を
広
げ
る
た
め

に�
区
民
に
よ
る
地
域
福
祉
活
動
へ
の

支
援

�
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
す
べ

て
の
人
が
使
い
や
す
い
設
計
）の
推
進

�
公
共
交
通
機
関
で
の
移
動
が
困
難

な
人
向
け
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

２.

一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
、
地

域
で
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
が
で

き
る
た
め
に

�
生
活
困
窮
者
支
援
の
充
実

�
ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
支
援

�
家
庭
内
、
配
偶
者
間
暴
力
対
策
の

充
実

�
路
上
生
活
者
自
立
支
援

３.

利
用
者
保
護
と
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
の
た
め
に

�
利
用
者
保
護
の
推
進

�
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
の
促

進
と
質
の
向
上

地
域
の
中
に
支
え
あ
い
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に
、地
域
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
成
年
後
見
制

度
の
利
用
支
援
な
ど
、権
利
擁
護
の
施
策
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
自
立
支

援
、生
活
困
窮
者
へ
の
対
応
な
ど
の
施
策
の
充
実
を
進
め
ま
す
。

▲携帯電話はいろいろなところで役立ちます
　　　 （らくらくモバイルフォン教室）

▲食の安全には子どもたちも興味津々
 （夏休み食品衛生監視員体験教室）
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【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

〈表１　計画期間における人口推計など〉
２０年度１９年度１８年度区　分

５３万０２３２人５３万００７３人５２万９３２０人総人口

１７万１４６５人１６万９６８９人１６万８１５９人
第２号被保険者
（４０歳以上６５歳
未満）

１０万１０５２人９万９１２８人９万７０２９人第１号被保険者
（６５歳以上）

１９．１％１８．７％１８．３％高齢化率

１万９１７９人１万８５２２人１万７９２９人要介護等認定者

１９．０％１８．７％１８．５％６５歳以上人口比

２５６４人２５５４人２４８４人施設サービス利
用者

１万６６１５人１万５９６８人１万５４４５人居宅サービス対
象者
（注）１．各年度１０月１日の人数です。
　　２．人数には、住所地特例者５９３人が含まれています。
　　３．要介護等認定者は、過去の要介護等認定者と高齢者人
口の実績を基に推計しました。

� ������ ����� ����� ����

〈表４　施設・居住系サービスの量の見込み〉
２０年度１９年度１８年度区　　分
２５６４人２５５４人２４８４人施設サービス利用者数
１５７５人１５７５人１５１５人介護老人福祉施設

内　

訳

５３２人５２５人５１９人介護老人保健施設

４５７人４５４人４５０人介護療養型医療施設

０人０人０人地域密着型介護老人
福祉施設

４２９人４０２人３１８人
居住系サービス利用者
数（介護専用型以外の特
定施設利用者を除く）

１６０人１５９人１１０人介護専用型特定施設
内　

訳
２３３人２２５人２０８人認知症対応型共同生

活介護
３６人１８人０人地域密着型特定施設

（注）１．表中の人数には、第２号被保険者の利用者を含
みます。２．表中の人数には、要支援認定者の利用者
を含みます。

〈表２　居宅介護給付にかかるサービス量の見込み（要介
　　　　護認定者）〉

２０年度１９年度１８年度サービスの種類
１１万０３７６１０万６７３１１２万５６５５訪問介護（回／月）

２８４０２７５０２７５１訪問入浴介護（回／月）
５０８３５００３５４７３訪問看護（回／月）

４４９３８５３６３訪問リハビリテーショ
ン（回／月）

１４０７１３７１１５１６居宅療養管理指導（人／
月）

未推計未推計未推計通所介護・通所リハビリ
テーション（回／月）

４６８３４５２６４６６７短期入所生活介護・短期
入所療養介護（床／月）

３５２２３３３１３９８７福祉用具貸与（人／月）
５１６２５０２７６７３９居宅介護支援（人／月）

（注）１．サービス利用は各年１０月の利用分の推計です。
　　２．表中のサービス利用量には第２号被保険者の利用量も
含みます。

▼
事
業
費
の
見
込
み

基
本
的
考
え
方

　

区
の
介
護
保
険
事
業
の
基
本

理
念
は
、
人
権
擁
護
を
前
提
と

し
た
「
高
齢
者
の
自
立
支
援
」

で
す
。

　

す
な
わ
ち
、「
寝
た
き
り
な
ど

の
予
防
に
力
を
入
れ
る
と
と
も

に
、
介
護
を
要
す
る
状
態
に
な

っ
て
も
高
齢
者
の
希
望
が
尊
重

さ
れ
、
自
立
し
た
生
活
が
送
れ

る
よ
う
な
生
活
の
質
の
維
持
・

向
上
を
目
指
し
た
支
援
」
を
行

っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

高
齢
者
人
口
お
よ
び
要

介
護
等
認
定
者
の
推
計

　

第
一
号
被
保
険
者
は
今
後
さ

ら
に
増
加
し
、　

歳
以
上
人
口

６５

に
対
す
る
要
介
護
等
認
定
者
の

比
率
も
増
加
し
つ
づ
け
る
と
推

計
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
期
間
中
に
お
け
る
被
保

険
者
数
、
要
介
護
等
認
定
者
数

な
ど
は
表
１
の
よ
う
に
見
込
ん

で
い
ま
す
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
等

の
見
込
み
お
よ
び
確
保

の
た
め
の
方
策

①
居
宅
介
護
給
付

　
　

年
度
に
居
宅
の
要
介
護
認

２０
定
者
の　

％
が
利
用
す
る
も
の

８０

と
し
て
推
計
し
て
い
ま
す
。（
表

２
）

　

訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
介
護
系
サ
ー
ビ
ス
と
医
療

系
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
な
ど
、
サ

ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
事
業
者
・
医
療
機
関

な
ど
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

通
所
系
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
制
度
改
正
の
適
切
な
情
報

提
供
・
相
談
援
助
を
行
い
、
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
量
が
確
保
で
き

る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

短
期
入
所
に
つ
い
て
は
、
既

存
の
サ
ー
ビ
ス
と
新
た
に
導
入

さ
れ
る
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
等
を
計
画
的
に
整
備
し
ま

す
。

②
居
宅
予
防
給
付

　
　

年
度
に
居
宅
の
要
支
援
認

２０
定
者
の　

％
が
利
用
す
る
も
の

７５

と
し
て
推
計
し
て
い
ま
す
。（
表

３
）

　

多
様
な
事
業
者
の
参
入
や
事

業
拡
大
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、

情
報
提
供
・
相
談
助
言
に
よ
り

事
業
者
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

③
施
設
・
居
住
系
サ
ー
ビ
ス

　
　

年
度
に
要
介
護
２
〜
５
の

２６
認
定
者
数
の　

％
が
利
用
す
る

３７

こ
と
を
目
標
と
し
て
推
計
し
て

い
ま
す
。（
表
４
）

　

杉
並
区
実
施
計
画
お
よ
び
東

京
都
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画

に
基
づ
き
、
建
設
助
成
な
ど
を

行
い
、
区
全
体
で
一
定
数
の
整

備
を
図
り
ま
す
。

④
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

　

日
常
生
活
圏
域
ご
と
に
サ
ー

ビ
ス
量
の
推
計
を
行
い
、
建
設

助
成
な
ど
に
よ
り
事
業
者
の
参

入
を
支
援
す
る
こ
と
で
必
要
量

を
確
保
し
ま
す
。

円
滑
な
運
営
の
た
め
に

　

介
護
保
険
の
円
滑
な
運
営
の

た
め
、
区
は
介
護
保
険
運
営
協

議
会
の
運
営
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
、
保
険
者
機
能
の

強
化
、
介
護
関
係
機
関
の
連
携

体
制
と
そ
の
支
援
、
相
談
体
制

の
充
実
お
よ
び
苦
情
処
理
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

〈住民説明会の日程〉
月　　日場　　　　所

１０月２日�・１４日�永福和泉地域区民センター
（和泉３‐８‐１８）

１０月３日�・１５日�井草地域区民センター
（下井草５‐７‐２２）

１０月４日�・８日�西荻地域区民センター
（桃井４‐３‐２）

１０月６日�・３０日�荻窪地域区民センター
（荻窪２‐３４‐２０）

１０月７日�・２３日�阿佐谷地域区民センター
（阿佐谷南１‐４７‐１７）

１０月９日�・１１日�高円寺地域区民センター
（梅里１‐２２‐３２）

１０月１３日�・２２日�高井戸地域区民センター
（高井戸東３‐７‐５）
※時間は、いずれも午後２時～４時３０分。各回とも同じ内容
です。車での来場はご遠慮ください。

　
 

・ 

左
表
の
と
お
り 

無
料 

当
日
、
直
接
会

場
へ 

高
齢
者
施
策
課

時

場

費

申

問

　

年
度
か
ら
大
き
く
変
わ
り
ま
す
�

１８

〈表５　事業費の見込み〉
合　計２０年度１９年度１８年度区　分

８７１．４億円３０２．０億円２９１．０億円２７８．４億円サービスな
どの総費用

２３．６億円８．２億円７．９億円７．５億円地域支援事
業の費用

８９５．０億円３１０．２億円２９８．９億円２８５．９億円合　計
※介護保険全体の費用を推計したものであり、利用者負担分
（１割）を含みます。

　

保
険
料
の
算
定
の
基
礎
と
な

る　

年
度
〜　

年
度
ま
で
の
事

１８

２０

業
費
は
、
表
５
の
よ
う
に
見
込

ん
で
い
ま
す
（
事
業
費
は
、
現

行
の
介
護
報
酬
を
基
に
推
計
し

た
ご
く
粗
い
試
算
で
あ
り
、
変

更
と
な
る
予
定
で
す
。
こ
の
う

ち
地
域
支
援
事
業
の
費
用
に
つ

い
て
は
、
主
に
介
護
予
防
の
た

め
に
追
加
さ
れ
る
新
た
な
費
用

で
す
）。

　

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

こ
の
事
業
費
の
見
込
み
と　

年
１８

１
月
こ
ろ
に
国
か
ら
示
さ
れ
る

新
た
な
介
護
報
酬
を
基
に
算
定

し
て
い
き
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
住
民
説
明
会

介
護
保
険
制
度
が
施
行
さ
れ
て
五
年
が
経
過
し
、
国
に
よ
る
介
護
保
険
制
度
の
全
般
的
な
見
直
し
が
行
わ
れ
、

介
護
保
険
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
事
業
計
画
の
改
定
で
は
、
法
改
正
に
よ
る
制
度
全
般
の
見
直
し
を
反
映
し
、
一
〇
年
後
（　

年
度
）
の

２６

高
齢
者
介
護
の
姿
を
念
頭
に
お
い
た
長
期
的
な
目
標
を
立
て
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
中
間
段
階
と
な
る　
１８

年
度
〜　

年
度
の
三
年
間
を
計
画
期
間
と
し
て
、
区
民
や
学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成
す
る
介
護
保
険
運
営
協
議

２０

会
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
策
定
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
者
施
策
課
へ
。

第
３
期
杉
並
区
介
護
保
険
事
業
計
画（
素
案
）

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

▼
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方
と

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み
な
ど

〈表３　居宅予防給付にかかるサービス量の見込み（要支援認定者）〉
２０年度１９年度１８年度サービスの種類
６万６１２０６万３１９１４万０２８４介護予防訪問介護（回／月）

９０８６４８介護予防訪問入浴介護（回／月）
１３３４１２５５６９０介護予防訪問看護（回／月）

４５４３２２介護予防訪問リハビリテーショ
ン（回／月）

４０５３９３２３１介護予防居宅療養管理指導（人
／月）

未推計未推計未推計介護予防通所介護・介護予防通
所リハビリテ－ション（回／月）

５７８４８５２１２
介護予防短期入所生活介護・介
護予防短期入所療養介護（床／
月）

２３９８２２０６１２９８介護予防福祉用具貸与（人／月）
６６９６６２７２４１７６介護予防支援（人／月）

（注）１．サービス利用は各年１０月の利用分の推計です。２．表中のサービ
ス利用量には第２号被保険者の利用量も含みます。
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▼
「
杉
並
ら
し
さ
」
を
生
か
し
た

　
　
　

介
護
保
険
事
業
の
た
め
に

〈表１　利用者負担段階〉

対　　象　　者利用者
負担段階

区民税世帯非課税であって課税年金収
入額＋合計所得金額が８０万円超２６６万円
未満の方等

第３段階

区民税世帯非課税であって、課税年金収
入額＋合計所得金額が８０万円以下の方等第２段階

老齢福祉年金受給者、生活保護受給者等第１段階

�
通
所
介
護

�
短
期
入
所
生
活
介
護

�
訪
問
入
浴
介
護

�
訪
問
看
護

�
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

�
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

�
短
期
入
所
療
養
介
護

◇
対
象
と
な
る
費
用

利
用
者
負
担
額（
一
割
）・
食
費
・

居
住
費
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
 

介
護
保
険
課
給
付
係
�
５

３
０
７
‐
０
６
５
５

問

食
費
・
居
住
費
の
見
直
し

　

介
護
保
険
施
設
「
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
・
介
護
老
人
保
健

施
設
・
介
護
療
養
型
医
療
施
設

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
含
む
）」で

の
食
費
・
居
住
費
、
通
所
系
サ

ー
ビ
ス
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
デ

イ
ケ
ア
）
で
の
食
費
が
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

負
担
限
度
額
の
設
定

　

介
護
保
険
施
設
利
用
者
で
所

得
の
低
い
方
は
、
食
費
・
居
住

費
の
自
己
負
担
を
減
額
す
る
利

用
者
負
担
限
度
額
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
対
象

者
は
、
表
１
の
と
お
り
）

　

適
用
を
受
け
る
に
は
区
に
申

請
が
必
要
で
す
。
す
で
に
申
請

を
済
ま
せ
た
方
に
は
、　

月
か

１０

ら
の
認
定
証
を
送
付
し
て
い
ま

す
。

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

　

利
用
者
負
担
第
２
段
階
の
方

は
、
上
限
額
が
一
万
五
〇
〇
〇

円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

生
計
困
難
者
に
対
す
る
利

用
者
負
担
額
軽
減
事
業

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
場
合
、
サ
ー
ビ
ス
費
用
の

一
割
や
食
費
な
ど
を
利
用
者
が

負
担
し
ま
す
。
低
所
得
で
特
に

生
計
が
困
難
な
世
帯
の
方
は
、

こ
の
利
用
者
負
担
額
を
４
分
の

１
（
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
は

２
分
の
１
）
減
額
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
軽

減
事
業
の
実
施
を
都
と
区
へ
申

し
出
て
い
る
事
業
者
を
利
用
し

た
場
合
の
み
対
象
と
な
り
ま

す
。
軽
減
を
受
け
る
に
は
区
に

申
請
し
、
確
認
証
の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者

表
２
の
と
お
り

◇
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

�
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に

お
け
る
施
設
サ
ー
ビ
ス

�
訪
問
介
護

〈表２　軽減の対象となる方〉
次の�～�をすべて満たし、生計困難者として区が認
めた方。

４人以上３人２人１人世帯員数
以降世帯員１人
増えるごとに５０
万円を加えます

２５０万円
以下

２００万円
以下

１５０万円
以下

�収入
（年間）

以降世帯員１人
増えるごとに
１００万円を加え
ます

５５０万円
以下

４５０万円
以下

３５０万円
以下

�預貯
金額

�世帯がその居住の用に供する家屋その他日常生活の
ために必要な資産以外に利用し得る資産を所有してい
ないこと
�負担能力のある親族等に扶養されていないこと
�介護保険料を滞納していないこと

※軽減の対象とならない方
生活保護を受けている方／特別養護老人ホームの旧措
置の入所者の方で、利用料の減額を受けている方／公
費助成を受けている方

改
定
の
ポ
イ
ン
ト

介
護
保
険
制
度　

月
改
正

１０

地域密着型サービスの創設　介護サービスの種類（１８年４月から）

介護給付介護予防給付（新予防給付）

住み慣れた地域での生活を支えるため、「地域密着型サービス」を創設します。区
がサービス事業者の指定を行い、区の被保険者のみがサービスを利用できます。

★介護予防サービス

介護予防特定施設入居者生活介護
介護予防福祉用具貸与
特定介護予防福祉用具販売

★介護予防支援

★地域密着型介護予防サービス

介護予防認知症対応型通所介護
介護予防小規模多機能型居宅介護
介護予防認知症対応型共同生活介護
（グループホーム）

〈短期入所サービス〉

介護予防短期入所生活介護
介護予防短期入所療養介護

〈訪問サービス〉

介護予防訪問介護
介護予防訪問入浴介護
介護予防訪問看護
介護予防訪問リハビリテーション
介護予防居宅療養管理指導

〈通所サービス〉

介護予防通所介護（デイサービス）
介護予防通所リハビリテーション

特定施設入居者生活介護
福祉用具貸与
特定福祉用具販売

★居宅介護支援

★居宅サービス

〈訪問サービス〉

訪問介護
訪問入浴介護
訪問看護
訪問リハビリテーション
居宅療養管理指導

〈通所サービス〉

通所介護（デイサービス）
通所リハビリテーション

〈短期入所サービス〉

短期入所生活介護
短期入所療養介護

夜間対応型訪問介護
認知症対応型通所介護
小規模多機能型居宅介護
認知症対応型共同生活介護（グルー
プホーム）
地域密着型特定施設入居者生活介護
地域密着型介護老人福祉施設入所者
生活介護

★地域密着型サービス

介護老人福祉施設
介護老人保健施設
介護療養型医療施設

★施設サービス

◆図２「地域包括支援センターの創設」

地域包括支援センター（区内２０カ所に設置）
専門職（社会福祉士・主任介護支援専門員・保健師など）

◇包括的支援事業の実施
�介護予防サービス計画の作成（介護予防マネジメント）
�各種相談・支援、サービスの紹介
�高齢者の虐待の早期発見や防止を含む権利擁護事業
�支援困難ケースへの対応など介護支援専門員への支援
◇新予防給付にかかわるマネジメントの実施

介
護
状
態
の
重
度
化
を
防
止
し

ま
す
。

地
域
に
お
け
る
包
括
的

な
支
援
の
確
立

　

高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
包
括
的
・

継
続
的
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
地
域
に
お
い
て
確
立
し
ま

す
。日
常
生
活
圏
域
を
設
定
し
、

公
正
・
中
立
性
を
確
保
し
な
が

ら
地
域
に
お
け
る
包
括
的
な
支

援
を
行
う
核
と
な
る
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
二
〇
カ
所
設

置
し
ま
す
。

日
常
生
活
圏
域
の
設
定

　

杉
並
区
基
本
計
画
の
七
地
域

と
し
、
相
談
な
ど
の
よ
り
身
近

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
単
位

と
し
て
、
地
域
ご
と
に
中
学
校

区
程
度
の
二
〜
三
地
区
（
計
二

〇
地
区
）
を
置
く
二
層
制
と
し

て
設
定
し
ま
す
。

地
域
支
援
事
業
（
包
括
的
支
援

事
業
）

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
専
門
職
に
よ
る
「
介

護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
総
合

相
談
・
支
援
事
業
」「
虐
待
防
止
・

権
利
擁
護
事
業
」「
地
域
包
括
ケ

ア
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。（
図

２
）

高
齢
者
の
尊
厳
を
支
え

る
ケ
ア

　

高
齢
者
が
可
能
な
限
り
住
み

慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を
継
続

で
き
る
よ
う
、
日
常
生
活
圏
域

ご
と
に
適
切
な
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
の
基
盤
を
整
備
し
、
二

四
時
間
三
六
五
日
の
安
全
・
安

心
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

※
地
域
支
援
事
業
（
そ
の
他
任

意
事
業
）

　

介
護
給
付
の
適
正
化
に
向
け

た
事
業
や
家
族
介
護
者
を
支
援

す
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

介
護
予
防
の
推
進

　
「
活
動
的
な　

歳
」の
高
齢
者

８５

像
を
目
標
に
介
護
予
防
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
ま
す
。
杉
並
独
自

の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
モ

デ
ル
を
作
成
し
、
被
保
険
者
や

事
業
者
に
提
供
し
ま
す
。
新
た

に
導
入
さ
れ
た
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
周
知
に
も
努
め
ま
す
。

　

介
護
予
防
の
取
り
組
み
と
し

て
、「
地
域
支
援
事
業
（
介
護
予

防
事
業
）」と「
新
予
防
給
付
」の

二
大
水
際
作
戦
を
展
開
し
ま

す
。（
図
１
）

地
域
支
援
事
業
（
介
護
予
防
事

業
）

　

全
高
齢
者
を
対
象
に
、
健
康

教
育
や
健
康
手
帳
の
交
付
な
ど

介
護
予
防
の
普
及
啓
発
的
な
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
虚
弱
高
齢
者
を
対
象

に
、介
護
予
防
の
観
点
か
ら「
運

動
器
の
機
能
向
上
」「
栄
養
改

善
」「 
口  
腔 
機
能
の
向
上
」「
閉

こ
う 
く
う

じ
こ
も
り
予
防
・
支
援
」「
う
つ

予
防
・
支
援
」「
認
知
症
予
防
・

支
援
」
を
目
的
と
し
た
転
倒
予

防
教
室
や
筋
力
ア
ッ
プ
応
援
教

室
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

新
予
防
給
付

　

現
行
の
介
護
度
区
分
を
改

め
、
軽
度
者
（
要
支
援
１
・
２
）

に
は
、
従
来
の
サ
ー
ビ
ス
を
見

直
し
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
「
介
護
予
防
給
付
」
を
行
い

要
支
援
・
要
介
護
に
な
る

お
そ
れ
の
あ
る
方　
　
　

要
支
援
１
・
要
支
援
２

要
介
護
１
〜
５

◆図１「予防重視型システムへの転換」

×

× 現
行
の
区
分
…

要
介
護
１

要
支
援

�

�

�
従来の介護給付

例…訪問介護・通所介護・介護老人
福祉施設など

〈水際作戦２〉

新予防給付

新サービス（介護予防
給付）の導入
例…介護予防訪問介
護・介護予防通所介護
（筋力向上トレーニン
グなどの効果の検証を
踏まえて導入）など

地域支援事業
（介護予防事業）

例…転倒予防教室・
筋力アップ応援教室
など

〈水際作戦１〉

要
介
護
２
〜
５

�

要支援・要介
護状態になる
ことを防止

重度化の
防止


